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2025年９月１日、日興アセットマネジメント株式会社は 
「アモーヴァ・アセットマネジメント株式会社」に社名変更します。 
社名変更後URL : www.amova-am.com 

 

 

 
 

 
 

 
 

  

 

  

 
 

運用報告書（全体版） 
第246期（決算日 2024年７月16日）第248期（決算日 2024年９月17日）第250期（決算日 2024年11月15日）

第247期（決算日 2024年８月15日）第249期（決算日 2024年10月15日）第251期（決算日 2024年12月16日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型」は、2024年12月16日に第251期の決
算を行ないましたので、第246期から第251期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2003年12月18日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として投資信託証券(投資信託または外国投資信託の受益証券(振替投資信託受益権を含みます｡)および投資法人

または外国投資法人の投資証券をいいます｡)に投資を行ない、高いインカム収益の確保を図るとともに、安定した信

託財産の成長をめざします。 

主要運用対象 投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への直接投資は行ないません。 

分 配 方 針 毎決算時、原則として安定した分配を継続的に行なうことをめざします。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

222期(2022年７月15日) 8,585 10 4.3 8.7 14.6 73.6 3,941 

223期(2022年８月15日) 8,683 10 1.3 9.0 14.9 73.4 3,965 

224期(2022年９月15日) 8,743 10 0.8 8.9 14.5 72.3 3,964 

225期(2022年10月17日) 8,401 10 △3.8 8.7 15.0 72.6 3,802 

226期(2022年11月15日) 8,465 10 0.9 8.9 15.0 72.9 3,807 

227期(2022年12月15日) 8,493 10 0.4 9.2 15.6 71.9 3,789 

228期(2023年１月16日) 8,007 10 △5.6 9.4 15.6 71.9 3,546 

229期(2023年２月15日) 8,121 10 1.5 9.5 15.2 72.2 3,583 

230期(2023年３月15日) 8,146 10 0.4 7.9 15.3 73.5 3,561 

231期(2023年４月17日) 8,202 10 0.8 8.1 15.7 73.7 3,575 

232期(2023年５月15日) 8,444 10 3.1 8.5 15.4 73.8 3,677 

233期(2023年６月15日) 8,513 10 0.9 8.8 15.2 73.3 3,649 

234期(2023年７月18日) 8,481 10 △0.3 8.5 15.5 73.4 3,613 

235期(2023年８月15日) 8,592 10 1.4 8.6 15.2 74.2 3,642 

236期(2023年９月15日) 8,718 10 1.6 9.2 15.1 73.0 3,689 

237期(2023年10月16日) 8,487 10 △2.5 8.2 15.3 73.5 3,570 

238期(2023年11月15日) 8,708 10 2.7 8.2 15.2 73.7 3,649 

239期(2023年12月15日) 8,602 10 △1.1 8.3 15.5 73.5 3,586 

240期(2024年１月15日) 8,837 10 2.8 8.6 15.0 73.2 3,657 

241期(2024年２月15日) 8,705 10 △1.4 8.5 15.4 72.6 3,565 

242期(2024年３月15日) 8,719 10 0.3 8.4 14.9 73.7 3,531 

243期(2024年４月15日) 8,896 10 2.1 8.3 15.0 73.5 3,586 

244期(2024年５月15日) 9,118 10 2.6 8.1 15.4 73.4 3,660 

245期(2024年６月17日) 9,036 10 △0.8 8.1 15.4 73.6 3,598 

246期(2024年７月16日) 9,165 10 1.5 8.5 15.2 73.6 3,501 

247期(2024年８月15日) 8,871 10 △3.1 8.6 15.1 73.2 3,371 

248期(2024年９月17日) 8,781 10 △0.9 8.3 15.2 73.5 3,328 

249期(2024年10月15日) 8,819 10 0.5 8.4 15.2 73.6 3,328 

250期(2024年11月15日) 8,842 10 0.4 8.2 15.0 73.3 3,309 

251期(2024年12月16日) 8,730 10 △1.2 8.4 15.2 73.6 3,243 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドはファンド・オブ・ファンズにつき、ベンチマークおよび適切な参考指数はございません。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第246期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2024年６月17日 9,036 － 8.1 15.4 73.6 

６月末 9,150 1.3 8.4 15.4 73.4 

(期  末)      

2024年７月16日 9,175 1.5 8.5 15.2 73.6 

第247期 

(期  首)      

2024年７月16日 9,165 － 8.5 15.2 73.6 

７月末 9,011 △1.7 8.6 14.7 74.0 

(期  末)      

2024年８月15日 8,881 △3.1 8.6 15.1 73.2 

第248期 

(期  首)      

2024年８月15日 8,871 － 8.6 15.1 73.2 

８月末 8,951 0.9 8.9 15.0 72.0 

(期  末)      

2024年９月17日 8,791 △0.9 8.3 15.2 73.5 

第249期 

(期  首)      

2024年９月17日 8,781 － 8.3 15.2 73.5 

９月末 8,814 0.4 8.5 15.6 73.2 

(期  末)      

2024年10月15日 8,829 0.5 8.4 15.2 73.6 

第250期 

(期  首)      

2024年10月15日 8,819 － 8.4 15.2 73.6 

10月末 8,853 0.4 8.3 15.4 74.0 

(期  末)      

2024年11月15日 8,852 0.4 8.2 15.0 73.3 

第251期 

(期  首)      

2024年11月15日 8,842 － 8.2 15.0 73.3 

11月末 8,767 △0.8 8.3 15.3 73.5 

(期  末)      

2024年12月16日 8,740 △1.2 8.4 15.2 73.6 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

○運用経過 (2024年６月18日～2024年12月16日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2024年６月17日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、不動産、債券、株式に投資を行なう投資信託証券に投資を行ない、安定した収益

の確保と信託財産の成長をめざして運用を行なっております。また、各資産の組入比率は、不動産が40％±10％、

債券が50％±10％、株式が10％±５％を目途としています。当作成期間中における基準価額の主な変動要因

は、以下の通りです。 

 

期間中において、日銀総裁の金融政策決定会合後の記者会見での発言から早期の追加利上げ観測が後退し

たことなどが株式資産の値上がり要因となりました。保有債券からのクーポン収入を得たことなどが債券資

産の値上がり要因となる一方、アメリカドル、ニュージーランドドル、オーストラリアドルを中心として、

ポートフォリオの組入通貨の多くが対円で下落したことなどは値下がり要因となりました。また、日銀が利上

げと長期国債買入れの減額計画を決定したことや、国内長期金利が上昇したことなどが国内不動産投資信託

の値下がり要因となりました。 
 

作成期間中の基準価額等の推移 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

 

（不動産投資信託市況） 

国内不動産投資信託市場では、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）は期間の初めと比べて下落しました。 

都心部オフィスの空室率が低下したことに加え平均賃料が上昇したことや、米国連邦準備制度理事会

（ＦＲＢ）による利下げが開始されたことなどがＲＥＩＴ価格の支援材料となったものの、日銀が利上げと長

期国債買入れの減額計画を決定したことや、日銀による追加の利上げが意識され国内長期金利が上昇したこ

となどがＲＥＩＴ価格の重しとなり、東証ＲＥＩＴ指数（配当込み）は下落しました。 

 

（ジニーメイ・パス・スルー証券市況） 

当期間のジニーメイ証券市場は、主要中央銀行が物価目標達成に向けて政策金利がすでに十分に引き締め

的な水準にあるとの認識を示し政策金利の正常化に着手し始めるなか、大幅に回復しました。欧州中央銀行

（ＥＣＢ）は、ユーロ圏で経済活動が悪化していることやインフレが抑制されていることを受けて金融政策の

緩和を開始し、2024年６月、９月、10月、そして12月に0.25％の利下げを行ないました。米国では2024年第１

四半期にディスインフレの傾向が後退したのち、第２四半期に再び見受けられるようになりました。また、第

１四半期の国内総生産（ＧＤＰ）成長率は、下方修正されました。その後、８月に失業率が4.3％近辺に達す

ると、ＦＲＢの高官たちがハト派（金融緩和的な政策を支持）的な姿勢を徐々に強めた結果、市場では年内に

４回の利下げが織り込まれました。ＦＲＢは、９月に0.50％の利下げを実施し、11月の総選挙前に0.25％の追

加利下げを行なうなど、他の先進国中央銀行の金融政策正常化の動きに追随しました。市場参加者がＦＲＢの

ハト派的な政策姿勢を織り込み始め、より「ソフトランディング」シナリオに沿った見方となるなか、グロー

バル・クレジット商品のパフォーマンスは下支えされました。 

 

（債券市況） 

2024年第１四半期から第３四半期は、世界的に金融政策が緩和方向へと大きくシフトしました。ＦＲＢ、

ＥＣＢなどの各中央銀行は、経済成長やインフレに対する懸念を受けて、利下げを開始しました。この期間の

世界経済の成長パターンは、まちまちとなりました。底堅さの兆しが見られる地域がある一方、困難な状況に

直面した地域もありました。インフレ率は米国やユーロ圏などの主要地域を中心に鈍化の兆しが見られ、各中

央銀行は金融政策の緩和を進めました。 

ＦＲＢは2024年９月に利下げサイクルを開始し、フェデラル・ファンド（ＦＦ）金利の誘導目標を0.50％引

き下げました。ＥＣＢは金利に対するスタンスを維持しましたが、今後利下げを実施する可能性を示しまし

た。一方、日銀は2024年７月に市場の予想外に政策金利を引き上げ、金融政策のスタンスのシフトを示唆しま

した。 

今後、各中央銀行は利下げサイクルを継続すると予想されますが、経済指標やインフレ動向によってペース

は異なるとみられます。世界経済は成長が続く可能性が高いものの、そのペースは地域によってばらつきが見

られるかもしれません。市場のボラティリティ（変動性）については、地政学的な緊張の継続や貿易摩擦、経

済の不透明感から継続することが予想されます。 

最近の米国の政治動向によってこれらの懸念が高まる可能性があり、2025年に財政政策やその他の政策パッ

ケージが完全に発表されるまで、インフレ加速リスクの高まりを受けて債券利回りが高止まりする可能性が

あります。 

 

投資環境 



品 名：90002_940445_251_03_利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型_1043342.docx 

日 時：2025/1/30 11:43:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

（株式市況） 

国内株式市場では、東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）は、期間の初めと比べて上昇しました。 

日銀が金融政策決定会合において利上げを決定したことなどを受けて円高／アメリカドル安が一時進み、

輸出関連企業の業績への期待が後退したことや、米国の製造業の景況感や雇用に関する経済指標が市場予想

を下回り、米国景気の減速懸念が強まったことなどから株価が下落する局面があったものの、ＦＲＢが利下げ

を開始し米国経済の下支えになるとの期待感が強まったことや、日銀総裁の金融政策決定会合後の記者会見

での発言から早期の追加利上げ観測が後退したこと、ＦＲＢ議長が講演で米国経済が総じて堅調との認識を

示したこと、米国の次期政権が減税や規制緩和を進めるとの期待感、米国の消費者物価指数（ＣＰＩ）が市場

予想通りとなり、ＦＲＢの利下げの継続が期待されたことなどが株価の支援材料となり、ＴＯＰＩＸは上昇し

ました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、下記の推移となりました。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

 

（当ファンド） 

主として、不動産、債券、株式に投資を行なう投資信託証券に投資を行ない、安定した収益の確保と信託財

産の成長をめざして運用を行ないました。債券への投資にあたっては、「Nikko GNMA Fund」「高金利先進国債

券マザーファンド」を通じて行ない、株式への投資にあたっては、「日本高配当利回り株式マザーファンド」

を通じて行ないました。 

不動産投資信託の投資は、国内の金融商品取引所に上場されているＪ－ＲＥＩＴへの投資を行ないました。

期間中は、市場動向や個別銘柄の成長性、収益性、流動性などを勘案し、ポートフォリオ内で比較して、割高

と判断した銘柄を売却し、割安と判断した銘柄を買い付ける調整を行ないました。 

 

（Nikko GNMA Fund） 

ポートフォリオの構築にあたっては、「Bloomberg GNMA 30Year 3.5 Coupon 指数（円換算ベース）」に概ね

連動することをめざして、リスク分散を考慮しながら、証券のアベイラビリティとオプション調整済みスプ

レッド（利回り格差）の相対的な水準に基づいてポートフォリオを構築しました。 

 

（高金利先進国債券マザーファンド） 

期間の前半は、ポートフォリオ・レベルのデュレーション（金利感応度）を長期化するなど、金利リスクの

選好を継続しました。中期的には、世界の経済活動がより大幅に鈍化するなか、金利は低下する可能性が高い

と予想しています。また、先進国の中央銀行は長期にわたる段階的な金融政策の緩和に入るとみています。 

期間末にかけては、米国の大統領選挙を控えて、共和党圧勝となった場合のボラティリティの高まりを予想

し、米国のデュレーション・リスクを戦術的に引き下げました。また、選挙後のボラティリティが落ち着くま

で、高ベータ通貨への配分を引き下げて、アメリカドルを選好しました。 

 

（日本高配当利回り株式マザーファンド） 

原則として高配当利回りの株式の中から、今後の配当成長が期待できる企業を選別し、ポートフォリオを構

築しました。銘柄選定においては、配当利回りと配当の成長性に注目するほか、業績や財務の安定性、競争力

の高さ、株価指標の割安性などを重視しました。 

業種では、「卸売業」、「銀行業」、「小売業」などの構成比率を高めとしたポートフォリオとしました。 

 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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分配金は、運用実績や市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しなかっ

た収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第246期 第247期 第248期 第249期 第250期 第251期 

2024年６月18日～ 
2024年７月16日 

2024年７月17日～ 
2024年８月15日 

2024年８月16日～ 
2024年９月17日 

2024年９月18日～ 
2024年10月15日 

2024年10月16日～ 
2024年11月15日 

2024年11月16日～ 
2024年12月16日 

当期分配金 10  10  10  10  10  10  

(対基準価額比率) 0.109％ 0.113％ 0.114％ 0.113％ 0.113％ 0.114％ 

 当期の収益 10  10  10  10  10  10  

 当期の収益以外 －  －  －  －  －  －  

翌期繰越分配対象額 605  606  615  625  630  634   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

分配金 
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○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、不動産、債券、株式に投資を行なう投資信託証券に投資を行ない、安定した収益の確保と信託財

産の成長をめざして運用を行ないます。債券への投資にあたっては、「Nikko GNMA Fund」「高金利先進国債券

マザーファンド」を通じて行ない、株式への投資にあたっては、「日本高配当利回り株式マザーファンド」を

通じて行なう方針です。 

 

（不動産投資信託） 

今後も各国の金融政策や国内の金利上昇による実体経済への影響に注目しつつ、Ｊ－ＲＥＩＴ各社の収益

動向や投資口価格の割安性などにより選別し、分散投資を行なってまいります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（Nikko GNMA Fund） 

米国では、2024年11月に大統領選挙と連邦議会上下院選挙が同時に行なわれ、ドナルド・トランプ氏が大統

領選挙で勝利するとともに、共和党が上院・下院の両方で過半数の議席を獲得する、いわゆる「トリプルレッ

ド」に終わりました。その後、トランプ次期大統領は、2025年１月の大統領就任日に、カナダとメキシコから

の全輸入品に対して追加関税を課し、中国からの輸入品には既存のすべての課税に加えて新たな追加関税を

課すと表明しました。トランプ氏が過去に実施した追加関税措置の影響の大部分は国内で負担されており、そ

の結果、米国の経済成長率が低下し、インフレ率が上昇したことが指摘されています。移民、関税、税制に関

する大幅な政策変更は迅速に発表されるとみられますが、実行には時間がかかることから、当ファンドでは、

2025年までは安定したマクロ経済状況が維持され、2026年以降に不確実性が高まると予想しています。 

米国の大統領選挙と連邦議会上下院選挙の結果を受けて、景気の現状および先行きに対する消費者心理は

改善していますが、基調的なデータでは、消費や投資が低迷することが示唆されています。10月の米国雇用統

計はハリケーンなどの影響もあり、低調な内容となりました。ＦＲＢは、デュアル・マンデートである「物価

の安定」と「雇用の最大化」の両面におけるリスクに注意を払っています。９月の米国連邦公開市場委員会

（ＦＯＭＣ）で0.50％の大幅な利下げに踏み切ったことに続き、11月の会合では0.25％の利下げが決定されま

したが、インフレ率がＦＲＢの目標である２％に向かって持続的に推移しているなかで、ＦＲＢは緩やかな利

下げサイクルを継続する可能性が高いと思われ、12月の会合では前回会合に引き続き利下げが決定されると

予想されています。米国の政策金利に対する市場の観測を示す翌日物金利スワップ（ＯＩＳ）市場は、2025年

も追加利下げが実施される可能性を織り込みつつあります。 

米国の資産担保証券（ＭＢＳ）市場は、過去の水準と比較してもスプレッドが大幅に縮小していない市場と

なっています。ＭＢＳに対する銀行の需要は、2024年10月は弱いスタートとなりましたが、その後、大統領選

挙と議会選挙関連の需要が消失するなかで持ち直しており、米国の次期政権が共和党政権となることで規制

上のリスクが後退したことを受けて、11月は高水準まで回復し月末を迎えたことに当ファンドは注目してい

ます。 

ポートフォリオの構築にあたっては、「Bloomberg GNMA 30Year 3.5 Coupon 指数（円換算ベース）」に概ね

連動することをめざして、リスク分散を考慮しながら、証券のアベイラビリティとオプション調整済みスプ

レッドの相対的な水準に基づいてポートフォリオを構築します。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 
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（高金利先進国債券マザーファンド） 

米国では、大統領選挙が2024年11月の主要イベントとなり、共和党が下院で過半数を握り、上院で過半数を

獲得したほか、トランプ氏が大統領に選出されました。その後、トランプ次期大統領は、自身の就任式の日に

カナダとメキシコから輸入されるすべての物品に対して25％の関税を課し、中国に対してはさらに10％の関

税を課すと述べました。2023年、米国はこれらの国から約4,000億アメリカドルの物品を輸入しており、これ

は輸入総額の42％に達しました。輸入の代替や報復関税、サプライチェーン（供給網）の再編が行なわれない

場合、関税案は総輸入額に対して8.5％の税金に相当するとされています。関税の経済的根拠は弱く、研究で

はトランプ前大統領による前回の関税のほとんどの影響は国内で負担され、成長が低迷し、インフレが加速し

たことが指摘されています。時間の経過とともに、経済成長やインフレのどの部分が影響を受けるかはまだ不

明です。とはいえ、当ファンドでは、移民、関税、税制における大幅な政策変更の発表は迅速に行なわれるも

のの、実施は緩やかなものになると予想しており、2025年のマクロ環境は安定的となる一方、2026年にかけて

は不透明感が強まるとみています。 

選挙を受けて消費者心理は足元および見通しの両方で改善しましたが、データでは消費や投資の減速が示

されています。2024年10月の雇用統計は、フロリダ州でのハリケーンの影響がありましたが、非常に低調とな

りました。住宅ローン金利が上昇するなか、新築住宅販売件数や住宅ローンの申込みは予想された通り依然と

して低迷しています。ＦＲＢは、「雇用とインフレの双方のリスクに注意を払う」としています。ＦＲＢは、

９月に0.50％の利下げを実施したことに続き、11月の会合で0.25％の利下げを実施した後も、インフレ率が持

続的に２％に向かうなか、12月の会合で0.25％の利下げを行なう見込みとなっているなど、段階的な緩和サイ

クルを継続するとみられます。ＯＩＳ市場では、2025年10月までに0.85％の追加利下げが織り込まれています。 

英国では、2024年秋季予算案が予想以上に拡張的なものとなり、歳出や税制、政府の借入の継続的な拡大を

通じてＧＤＰ比で１％程度の財政拡張が示されました。歳出拡大の約半分は税金から、残りの半分は借り入れ

から賄われる見込みです。英国国債市場は引き続き警戒的な様子が続いています。 

英国の経済指標は低調となるなど、イングランド銀行（ＢＯＥ）の利下げを裏付けるものとなっています。

2024年10月の総合インフレ率は前年同月比2.3％と９月の同1.7％から加速して目標に近い水準にあるものの、

10月のサービスインフレが５％と高止まりしていることから、ＢＯＥの利下げの切迫感は後退しています。労

働市場は鈍化しており、求人倍率は0.65と新型コロナウイルスのパンデミック（世界的な大流行）前の水準近

辺にあります。ＢＯＥはハト派寄りの姿勢であるものの、予算案がＢＯＥの政策見通しに影響をもたらし、賃

金やサービスインフレが４％を下回り予想以上に減速傾向となることがない限り、金融政策委員会は四半期

に１回の利下げにとどまるような段階的な正常化アプローチを堅持する可能性が高まっています。ＯＩＳ市

場では、ＢＯＥは12月の次回会合で政策金利を維持し、2025年11月までに0.86％超の利下げを実施することが

織り込まれています。 

欧州の複数の中央銀行が2024年半ばにハト派的な姿勢に転じる一方、ノルウェー銀行（中央銀行）はタカ派

（金融引き締め的な政策を支持）的な姿勢を維持しました。今後は小幅な緩和サイクルが見込まれるものの、

同中央銀行はノルウェークローネを下支えし、継続するインフレに対処するために、政策金利をより長期にわ

たって高めに維持する方針です。政策金利は2024年末まで据え置かれる可能性が高く、12月の金融政策会合後

に最新の見通しが示されるとみられます。ノルウェーの経済は底堅さを維持しているものの、減速の兆しが見

られます。政策金利が高めであることが経済成長の重しとなっていることは確かですが、景気減速は他の地域

に比べるとそれほど深刻ではありません。鉱工業生産や製造業生産は、経済活動の鈍化を受けて伸びが減速し

ています。消費は低迷が続いており、小売売上高は落ち込んでいます。一方で、労働市場では失業率が足元で

上昇基調にあるものの、依然として過去最低水準にあるなど逼迫した状況にあり、ある程度の安心感がもたら

されています。インフレ圧力は緩和しており、10月の総合インフレ率は2.6％と市場予想をやや上回ったもの

の、前月の３％から減速しました。コアインフレ率は市場予想通りの2.7％となり、前月比で減速しました。
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総合インフレ率は鈍化していますが、食品価格が高止まりするなど困難な状況が続いていることが浮き彫り

になっています。 

オーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）は低調な経済環境にあるなか、政策金利の維持を決定して、柔軟性を示

しました。総合インフレ率は、2024年第３四半期に前年同期比2.8％へと減速し、ＲＢＡの目標レンジである

２～３％の範囲に収まったものの、これは一時的な電力料金補助を受けたものであり、インフレ圧力は高止ま

りしています。コアインフレ率のトリム平均は前年同月比3.5％と目標レンジを大幅に上回り、ＲＢＡが持続

的な物価上昇圧力に着目していることと整合的となりました。力強い労働市場と相まって、これらの数値は利

下げが実施される可能性が当面低いことを示しています。現在の予想では、2025年第２四半期に利下げが開始

されるとみられています。ＲＢＡは直近の政策会合でタカ派的な姿勢を維持し、総合インフレ率が目標レンジ

に戻ることは金融緩和を意味するわけではないと強調しました。コアインフレや力強い労働市場に対する懸

念から、ＲＢＡは慎重な姿勢を示しており、インフレリスクに十分に対処した上で利下げを検討する考えを強

めています。 

ニュージーランドでは金融環境が緩和しつつあり、いくつかの指標で緩和の強まりが示唆されています。信

用の供給状況や銀行融資がより緩和的となり、また株式市場は世界のトレンドに沿って上昇基調となってい

ます。10年物の実質利回りは高止まりしているものの低下傾向にあり、全般的な金融環境の緩和が示唆されて

います。ニュージーランド準備銀行（ＲＢＮＺ）は、経済を下支えするために再び断固とした措置を取ってい

ます。直近の政策会合で、金融政策委員会は政策金利を0.50％引き下げて4.25％とし、２会合連続で0.50％の

利下げを実施しました。ＲＢＮＺのオア総裁は、経済見通しが足元の予想通りであることを踏まえ、次回2025

年２月の政策会合で0.50％の追加利下げを実施する可能性を示唆しました。インフレが抑制されている現在、

ＲＢＮＺの措置は経済成長を刺激することを目的としており、経済を押し上げるために必要な場合には積極

的な措置を取る意向を示しています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（日本高配当利回り株式マザーファンド） 

原則として高配当利回りの株式の中から、今後の配当成長が期待できる企業を選別し、インカムゲインとと

もにキャピタルゲインの獲得をめざしたポートフォリオを構築します。また、株式組入比率につきましては原

則として高位を維持する方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2024年６月18日～2024年12月16日) 

項 目 
第246期～第251期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 49  0.548  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (23)  (0.252)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (23)  (0.263)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.033)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.011   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.002)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 1)  (0.008)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.004   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.002)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 50   0.563    

作成期間の平均基準価額は、8,924円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを

含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

（参考情報） 

◯総経費率 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.82％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

○売買及び取引の状況 (2024年６月18日～2024年12月16日) 

 

 

銘 柄 
第246期～第251期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 

内 

 口 千円 口 千円  
Nikko GNMA Fund 21,765,787 27,176 113,228,915 150,119  

ＳＯＳｉＬＡ物流リート投資法人 投資証券 4 447 9 1,013  
日本アコモデーションファンド投資法人 投資証券 1 641 4 2,567  
産業ファンド投資法人 投資証券 12 1,393 24 2,954  
アドバンス・レジデンス投資法人 投資証券 3 964 11 3,493  
アクティビア・プロパティーズ投資法人 投資証券 24 7,865 9 3,117  
ＧＬＰ投資法人 投資証券 186 25,031 35 4,527  
コンフォリア・レジデンシャル投資法人 投資証券 2 622 4 1,238  
日本プロロジスリート投資法人 投資証券 － － 176 45,148  
日本リート投資法人 投資証券 95 30,093 － －  
積水ハウス・リート投資法人 投資証券 13 977 38 2,989  
ラサールロジポート投資法人 投資証券 10 1,413 21 3,034  
スターアジア不動産投資法人 投資証券 182 9,206 7 411  
三井不動産ロジスティクスパーク投資法人 投資証券 － － 10 4,212  
 (         668) (   24,377)  

三菱地所物流リート投資法人 投資証券 4 1,435 16 5,698  
アドバンス・ロジスティクス投資法人 投資証券 － － 85 10,530  
 (△       208) (△ 24,377)  

日本ビルファンド投資法人 投資証券 － － 169 28,055  
 (         620) (       －)  

ジャパンリアルエステイト投資法人 投資証券 － － 38 21,173  
日本都市ファンド投資法人 投資証券 30 2,816 54 4,877  
オリックス不動産投資法人 投資証券 6 904 21 3,182  
ユナイテッド・アーバン投資法人 投資証券 33 4,518 41 5,730  
インヴィンシブル投資法人 投資証券 107 6,589 257 16,319  
ＫＤＸ不動産投資法人 投資証券 15 2,251 69 10,475  
いちごオフィスリート投資法人 投資証券 95 7,838 － －  
大和証券オフィス投資法人 投資証券 4 1,212 24 7,017  
大和ハウスリート投資法人 投資証券 213 49,253 － －  
ジャパン・ホテル・リート投資法人 投資証券 33 2,323 203 14,392  
大和証券リビング投資法人 投資証券 9 856 20 2,003  

合 計 
21,766,868 185,835 113,230,260 354,286  

(       1,080) (       －)  
 
（注） 金額は受け渡し代金。 

（注） ( )内は分割・償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 

 

  

投資信託証券 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

 

銘 柄 
第246期～第251期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
高金利先進国債券マザーファンド 6,284 18,024 18,938 56,874 

日本高配当利回り株式マザーファンド 6,027 21,227 13,760 51,192 
 
 
 

○株式売買比率 (2024年６月18日～2024年12月16日) 

 

項 目 
第246期～第251期 

日本高配当利回り株式マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 778,475千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 2,062,817千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.37   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年６月18日～2024年12月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2024年６月18日～2024年12月16日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2024年６月18日～2024年12月16日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

○組入資産の明細 (2024年12月16日現在) 

 

銘 柄 
第245期末 第251期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

Nikko GNMA Fund 953,454,825 861,991,697 1,120,330 34.5 

ＳＯＳｉＬＡ物流リート投資法人 投資証券 129 124 12,809 0.4 

日本アコモデーションファンド投資法人 投資証券 48 45 25,740 0.8 

産業ファンド投資法人 投資証券 365 353 39,394 1.2 

アドバンス・レジデンス投資法人 投資証券 147 139 39,990 1.2 

アクティビア・プロパティーズ投資法人 投資証券 128 143 45,259 1.4 

ＧＬＰ投資法人 投資証券 442 593 72,583 2.2 

コンフォリア・レジデンシャル投資法人 投資証券 69 67 18,418 0.6 

日本プロロジスリート投資法人 投資証券 390 214 47,700 1.5 

日本リート投資法人 投資証券 － 95 29,070 0.9 

積水ハウス・リート投資法人 投資証券 464 439 32,090 1.0 

ラサールロジポート投資法人 投資証券 319 308 42,565 1.3 

スターアジア不動産投資法人 投資証券 390 565 28,306 0.9 

三井不動産ロジスティクスパーク投資法人 投資証券 152 810 79,947 2.5 

三菱地所物流リート投資法人 投資証券 112 100 33,900 1.0 

アドバンス・ロジスティクス投資法人 投資証券 293 － － － 

日本ビルファンド投資法人 投資証券 168 619 76,694 2.4 

ジャパンリアルエステイト投資法人 投資証券 163 125 68,125 2.1 

日本都市ファンド投資法人 投資証券 819 795 69,006 2.1 

オリックス不動産投資法人 投資証券 314 299 48,826 1.5 

ユナイテッド・アーバン投資法人 投資証券 531 523 70,814 2.2 

インヴィンシブル投資法人 投資証券 1,880 1,730 114,353 3.5 

ＫＤＸ不動産投資法人 投資証券 508 454 65,466 2.0 

いちごオフィスリート投資法人 投資証券 － 95 7,305 0.2 

大和証券オフィス投資法人 投資証券 169 149 43,195 1.3 

大和ハウスリート投資法人 投資証券 － 213 48,287 1.5 

ジャパン・ホテル・リート投資法人 投資証券 1,340 1,170 83,304 2.6 

大和証券リビング投資法人 投資証券 273 262 22,951 0.7 

合 計 953,464,438 862,002,126 2,386,435 73.6 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注） 上記投資信託証券の「ＳＯＳｉＬＡ物流リート投資法人 投資証券」、「日本アコモデーションファンド投資法人 投資証券」、「産業ファ

ンド投資法人 投資証券」、「アドバンス・レジデンス投資法人 投資証券」、「アクティビア・プロパティーズ投資法人 投資証券」、「日本

プロロジスリート投資法人 投資証券」、「ラサールロジポート投資法人 投資証券」、「スターアジア不動産投資法人 投資証券」、「三井

不動産ロジスティクスパーク投資法人 投資証券」、「アドバンス・ロジスティクス投資法人 投資証券」、「日本ビルファンド投資法人 投

資証券」、「ジャパンリアルエステイト投資法人 投資証券」、「日本都市ファンド投資法人 投資証券」、「オリックス不動産投資法人 投

資証券」、「ユナイテッド・アーバン投資法人 投資証券」、「インヴィンシブル投資法人 投資証券」、「ＫＤＸ不動産投資法人 投資証券」、

「大和証券オフィス投資法人 投資証券」、「大和ハウスリート投資法人 投資証券」、「ジャパン・ホテル・リート投資法人 投資証券」に

つきましては、委託会社の利害関係人等（投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される法人等）である三井住友信託

銀行株式会社が投資法人の一般事務受託会社等になっています。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

 

銘 柄 
第245期末 第251期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

高金利先進国債券マザーファンド 187,100 174,446 501,445 

日本高配当利回り株式マザーファンド 81,886 74,153 274,939 
 
（注） 各親投資信託の2024年12月16日現在の受益権総口数は、以下の通りです。 

 ・高金利先進国債券マザーファンド 7,122,727千口 ・日本高配当利回り株式マザーファンド 546,948千口 

 

○投資信託財産の構成 (2024年12月16日現在) 

項 目 
第251期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 1,120,330 34.3 

投資証券 1,266,104 38.8 

高金利先進国債券マザーファンド 501,445 15.4 

日本高配当利回り株式マザーファンド 274,939 8.4 

コール・ローン等、その他 100,724 3.1 

投資信託財産総額 3,263,542 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） 高金利先進国債券マザーファンドにおいて、当作成期末における外貨建純資産（20,460,339千円）の投資信託財産総額（20,480,981千

円）に対する比率は99.9％です。 

（注） 外貨建資産は、当作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=153.92円、1カ

ナダドル=108.23円、1ユーロ=161.91円、1イギリスポンド=194.45円、1ノルウェークローネ=13.82円、1オーストラリアドル=98.03円、

1ニュージーランドドル=88.81円。 

 

 

  

親投資信託残高 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第246期末 第247期末 第248期末 第249期末 第250期末 第251期末 

2024年７月16日現在 2024年８月15日現在 2024年９月17日現在 2024年10月15日現在 2024年11月15日現在 2024年12月16日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 3,635,449,940   3,379,898,334   3,375,137,013   3,382,241,497   3,319,108,488   3,263,542,736   

 コール・ローン等 174,806,054   78,812,676   100,721,662   105,747,967   88,075,176   78,631,944   

 投資信託受益証券(評価額) 1,213,757,783   1,146,022,668   1,143,044,706   1,154,483,373   1,156,423,062   1,120,330,608   

 投資証券(評価額) 1,363,187,600   1,322,787,000   1,303,275,700   1,293,900,600   1,270,426,000   1,266,104,600   

 高金利先進国債券マザーファンド(評価額) 539,243,696   525,948,492   520,306,414   512,723,904   513,270,881   501,445,397   

 日本高配当利回り株式マザーファンド(評価額) 300,104,926   295,118,851   279,281,185   284,741,864   278,058,153   274,939,399   

 未収入金 29,729,923   －   12,876,761   16,896,505   1,528,570   11,990,158   

 未収配当金 14,619,565   11,208,134   15,629,939   13,746,609   11,326,081   10,100,125   

 未収利息 393   513   646   675   565   505   

(B) 負債 133,895,009   8,299,667   46,501,652   53,736,775   9,247,409   20,079,795   

 未払金 －   －   39,349,223   45,493,688   －   13,286,807   

 未払収益分配金 3,820,732   3,800,848   3,790,899   3,774,164   3,743,303   3,715,235   

 未払解約金 126,910,066   1,428,409   －   1,637,660   2,401,692   11,305   

 未払信託報酬 3,151,615   3,058,189   3,348,150   2,819,991   3,090,064   3,054,243   

 その他未払費用 12,596   12,221   13,380   11,272   12,350   12,205   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,501,554,931   3,371,598,667   3,328,635,361   3,328,504,722   3,309,861,079   3,243,462,941   

 元本 3,820,732,629   3,800,848,012   3,790,899,268   3,774,164,178   3,743,303,825   3,715,235,576   

 次期繰越損益金 △  319,177,698   △  429,249,345   △  462,263,907   △  445,659,456   △  433,442,746   △  471,772,635   

(D) 受益権総口数 3,820,732,629口 3,800,848,012口 3,790,899,268口 3,774,164,178口 3,743,303,825口 3,715,235,576口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,165円 8,871円 8,781円 8,819円 8,842円 8,730円 
 

（注） 当ファンドの第246期首元本額は3,982,187,773円、第246～251期中追加設定元本額は8,652,558円、第246～251期中一部解約元本額は

275,604,755円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第246期0.9165円、第247期0.8871円、第248期0.8781円、第249期0.8819円、第250期0.8842円、第251期0.8730

円です。 

（注） 2024年12月16日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は471,772,635円です。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

○損益の状況 

項 目 
第246期 第247期 第248期 第249期 第250期 第251期 

2024年６月18日～ 
2024年７月16日 

2024年７月17日～ 
2024年８月15日 

2024年８月16日～ 
2024年９月17日 

2024年９月18日～ 
2024年10月15日 

2024年10月16日～ 
2024年11月15日 

2024年11月16日～ 
2024年12月16日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 6,652,437   5,908,442   8,601,778   3,339,913   5,029,650   6,904,814   

 受取配当金 6,647,005   5,897,817   8,583,769   3,326,791   5,017,587   6,890,245   

 受取利息 5,432   10,625   18,009   13,122   12,063   14,569   

(B) 有価証券売買損益 49,006,022   △110,814,276   △ 35,615,887   17,787,072   10,308,585   △ 41,774,800   

 売買益 53,406,644   26,110,758   29,159,719   71,136,814   34,249,353   11,772,949   

 売買損 △  4,400,622   △136,925,034   △ 64,775,606   △ 53,349,742   △ 23,940,768   △ 53,547,749   

(C) 信託報酬等 △  3,164,211   △  3,070,410   △  3,361,530   △  2,831,263   △  3,102,414   △  3,066,448   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 52,494,248   △107,976,244   △ 30,375,639   18,295,722   12,235,821   △ 37,936,434   

(E) 前期繰越損益金 △ 19,993,131   28,574,329   △ 82,928,326   △116,494,119   △101,020,225   △ 91,725,068   

(F) 追加信託差損益金 △347,858,083   △346,046,582   △345,169,043   △343,686,895   △340,915,039   △338,395,898   

 (配当等相当額) (   70,169,378)  (   69,865,221)  (   69,742,114)  (   69,495,698)  (   68,990,606)  (   68,536,699)  

 (売買損益相当額) (△418,027,461)  (△415,911,803)  (△414,911,157)  (△413,182,593)  (△409,905,645)  (△406,932,597)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △315,356,966   △425,448,497   △458,473,008   △441,885,292   △429,699,443   △468,057,400   

(H) 収益分配金 △  3,820,732   △  3,800,848   △  3,790,899   △  3,774,164   △  3,743,303   △  3,715,235   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △319,177,698   △429,249,345   △462,263,907   △445,659,456   △433,442,746   △471,772,635   

 追加信託差損益金 △347,858,083   △346,046,582   △345,169,043   △343,686,895   △340,915,039   △338,395,898   

 (配当等相当額) (   70,169,625)  (   69,865,494)  (   69,742,382)  (   69,496,033)  (   68,990,911)  (   68,536,942)  

 (売買損益相当額) (△418,027,708)  (△415,912,076)  (△414,911,425)  (△413,182,928)  (△409,905,950)  (△406,932,840)  

 分配準備積立金 161,137,020   160,823,099   163,515,404   166,676,716   166,939,105   167,317,659   

 繰越損益金 △132,456,635   △244,025,862   △280,610,268   △268,649,277   △259,466,812   △300,694,396   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一部を委託するために要した費用のうち、2024年６月18日～2024年12月16日

の期間に当ファンドが負担した費用は655,577円です。 

（注） 分配金の計算過程（2024年６月18日～2024年12月16日）は以下の通りです。 

項 目 
2024年６月18日～ 
2024年７月16日 

2024年７月17日～ 
2024年８月15日 

2024年８月16日～ 
2024年９月17日 

2024年９月18日～ 
2024年10月15日 

2024年10月16日～ 
2024年11月15日 

2024年11月16日～ 
2024年12月16日 

a. 配当等収益(経費控除後) 8,109,509円 4,332,152円 6,937,317円 7,678,351円 5,351,102円 5,334,198円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 70,169,625円 69,865,494円 69,742,382円 69,496,033円 68,990,911円 68,536,942円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 156,848,243円 160,291,795円 160,368,986円 162,772,529円 165,331,306円 165,698,696円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 235,127,377円 234,489,441円 237,048,685円 239,946,913円 239,673,319円 239,569,836円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 615円 616円 625円 635円 640円 644円 

g. 分配金 3,820,732円 3,800,848円 3,790,899円 3,774,164円 3,743,303円 3,715,235円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 10円 10円 10円 10円 10円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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利回り財産３分法ファンド（不動産・債券・株式）毎月分配型 

○分配金のお知らせ  

 第246期 第247期 第248期 第249期 第250期 第251期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 10円 10円 10円 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2024年６月18日から2024年12月16日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 日興アセットマネジメント株式会社は、2025年９月１日よりアモーヴァ・アセットマネジメント株式会社に

社名変更します。また、ホームページアドレスも「www.amova-am.com」へ変更となります。 

 

 

 

 

 

約款変更について 

その他の変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



種類・項目 Nikko GNMA Fund（ニッコー・ジニーメイ・ファンド）
ケイマン籍円建外国投資信託

運用の基本方針
基本方針 ・ ブルームバーグＧＮＭＡインデックス（円換算ベース）*をベンチマークとし、これを上回る投資

成果をめざしつつ、高い水準のインカムゲインを獲得することをめざします。
＊ 「Bloomberg」およびブルームバーグＧＮＭＡインデックス（円換算ベース）は、ブルームバーグ・
ファイナンス・エル・ピーおよび同インデックスの管理者であるブルームバーグ・インデック
ス・サービス・リミテッドをはじめとする関連会社（以下、総称して「ブルームバーグ」）のサー
ビスマークであり、Nikko GNMA Fund（ニッコー・ジニーメイ・ファンド）の管理会社（日興Ａ
Ｍグローバル・ケイマン・リミテッド）による特定の目的での使用のために使用許諾されていま
す。ブルームバーグは当該ファンドの管理会社とは提携しておらず、また、当該ファンドを承
認、支持、レビュー、推奨するものではありません。ブルームバーグは、当該ファンドに関連
するいかなるデータもしくは情報の適時性、正確性、または完全性についても保証しません。

主な投資対象 ・ 短期、中期、長期の米国国債ならびに政府抵当金庫、連邦抵当金庫、連邦住宅貸付抵当公社、
その他の連邦機関の発行する米国エージェンシー・モーゲージ担保パス・スルー証券、または
上記機関の保証する証券（不動産担保共同出資を含みます。）、現先取引（レポ取引）を主要投資対
象とします。

投資方針 ・米ドル建ての投資適格債券に投資を行ない、組入比率は原則高位を維持します。
・ 純資産総額の80％以上をジニーメイ・パス・スルー証券に投資します。
・ 単一発行体の組入れは、信託財産の純資産総額の20％を上限としますが、米国国債ならびにジ
ニーメイ・パス・スルー証券についてはこの限りではありません。組入れ後の比率が信託財産
の純資産総額の20％を超える場合の追加組入れは行ないません。

・原則として、為替ヘッジを行ないません。
※ 市況動向や資金動向その他の要因によっては、上記の運用方針に従った運用ができない場合が
あります。

主な投資制限 ・純資産総額の50％以上を有価証券に投資します。
・原則として、借入れは行ないません。

収益分配 毎月、原則として利子収入および売買益から分配を行なう方針です。
ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対し年率0.5％以内（国内における消費税等相当額はかかりません。）
申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費用、法律顧問

費用、監査費用、信託財産に関する租税など。
その他
投資顧問会社 日興アセットマネジメント ヨーロッパ リミテッド
管理会社 日興ＡＭグローバル・ケイマン・リミテッド
信託期間 2153年11月12日
決算日 原則として、毎年12月31日
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